
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆「ハマボウ アオイ科」☆    「ニホントカゲ（幼体） トカゲ科」       ☆「椿の実」☆ 
内湾や河口に生える落葉低木。学名  全長 200mm 程度。幼体は尾が青く、   この実の中に種子が 3～5 個入っ 
は Hibiscus hamabo。河川改修等の    背面に縞があるが、成体では褐色。   ている。自然塾ではこの種子を 
影響により群落は減少している。   環境変化により近年減少している。   使って搾油体験を開催している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「ハマカンゾウ ユリ科」     ☆「ハマオモト ヒガンバナ科」☆      「ハマゴウ クマツヅラ科」 
  海岸近くの草原や砂浜に生える多   一般にはハマユウと呼ばれている。    海岸や湖岸などの砂地に生える落 
  年草。花はノカンゾウに似ている   暖地の海岸沿いに生える常緑多年草。   葉小低木。丈夫で根が砂から飛び 
  が、常緑のため冬でも葉が残る。   日没から強い芳香を放つ。             出しても枯れない。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
☆「アオノクマタケラン ショウガ科」☆  「コカモメヅル キョウチクトウ科」    ☆「ネジバナ ラン科」☆ 
湿った林下に生える常緑多年草。      里山の草地などに生えるつる性の      日当たりの良い芝生などに生える    
果実は赤い球形。和歌山県の絶滅    多年草。花は暗紫色で 4-5mm と        多年草。花は茎の周りに螺旋状に    
危惧Ⅱ類に指定されている。      小さい。午後には萎んでしまう。      咲く。右・左巻きの両方がある。          

 
☆印はビジターセンター周辺でも咲いているので、車イスで見に行くこともできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                宇久井ビジターセンター 

                                2025 年 7 月前半号 

 

宇久井半島にも夏がやってきました！ 海・山・川のレジャーを楽しみましょう♪ 

 

７月前半に宇久井半島で見られるなかまたち！ 

♪ようこそ！吉野熊野国立公園へ♪
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至 R42

至休暇村

足元注意
ヤブツバキ群生地

作業ヤード

上野展望台
防空監視哨

灯台まであと４分

木のすき間から浜が見えます。

木のすき間から
海が見えます。

沢

ビジター
センター

（上地の浜）

千尋の浜

取

の

外

松尾展望広場

地玉（じごく）の浜

駒ヶ崎灯台

赤灯台

自然観察の森

宇久井半島
吉野熊野国立公園

＜散策時間の目安＞

31 2 約900m→ →

1 2 6 14 約1200m→→→→

521 4→ → → 約７00m

81 7 約1200m→ →

○ビジターセンター～地玉の浜コース （片道約15分）

○ビジターセンター～駒ヶ崎灯台コース （片道約2       5分）

○ビジターセンター周回コース （一周約40分）

○ビジターセンター～千尋の浜コース （片道約20分）

９1 7 約1200m→ →

○ビジターセンター～外の取コース （片道約20分）

凡例

Ｐ 駐車場

あずまや

案内板

展望地

水道

お手洗い

自動販売機

車道

舗装路

林内の遊歩道

階段

竹
林

竹林

水壺の跡

周回ルート

千尋の浜
方面

フェリーターミナル方面
通行できません

畑

畑

畑

畑

ヤブツバキ

ヤマモモ

ヤマモモ

ヤマモモ

ヤブツバキ

ヤブツバキ

ヤブニッケイ

モチツツジ

モチノキ

モチノキ

モチノキ

マルバウツギ

ホルトノキ

ヘラシダ

ヒメユズリハ

ヒサカキ

ヒサカキ

ヒサカキ

ハマオモト
ハマナデシコ
ハマゴウ
ハマナタマメ
トベラ

ハゼノキ
（メジロがよく食べに来ます）

ネズミモチ

トベラ

トベラ

タブノキ

タイミンタチバナ

スダジイ

シロダモ

シロダモ

シロダモ

クスノキ

カンコノキ

カラスザンショウ

オガタマノキ

アキグミ

アオノクマタケラン

メジロ
キジバト
ヒヨドリ
ウグイス

イヌビワ

クロサギ

  夏版


